
Title 村の商人 : 十七世紀フランス農業史研究の一齣
Sub Title Village merchant : a regional example
Author 渡辺, 國廣

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1961

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.54, No.11 (1961. 11) ,p.1007(75)- 1020(88) 
JaLC DOI 10.14991/001.19611101-0075
Abstract
Notes 資料
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19611101-

0075

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


七
四
.(

一.
0

0六)

"

面̂
を
- ^
ー
つ
資
沐
主
蒸
社
冷
忆
形
成
法
れ
だ
崔
產
獷
同
耝
合
^
お
け
石
藝
産
関
浓
，#

>

;
そ
の
生
産
^
同
組
合
■
 

.
;
/I
*

^
:i
c
'fc
:B
-
,る
^'
-
産
の
^
過
程
の
も
；の
他
の
あ
ら
_

る
協
同
||
合
の
介
^.
点
に
^

ぐ
、

C
.国j

p

経 

,;
'■济0

;

进
音
生
寒
備
改
臀
に
位
置
づ
げ

.ら

.れ
て
ー
.い
基
中
：に
あ
る
と
.ど
。
；：こ
-

^

は̂
蒼
本
的
に
重
篇
で
あ
る
。
'-
;
.
.

.

:: 

'
.

-「

経
邊
韻
«
は
^
会
、主
翻
妳
鼻
^
衡
# '
带

€

^

^

#成

驗

雇

*
^
:
壬
ニ
ー 
丨
の
生
*■
:
組
織
に
ぉ
/い
て
組
合
員
の
.旧
：階
層
！
^
が
^
域
し
、
 

s

r
な
分
働
機
会
I

え
ら
れ
る
こ
と
。
分
配
機
構
に
お
い
て
、
常
に
、

こ
の
残
存
せ
る
私
有
権
の
反
映
之
'し
て
土
地
報
酬
が
問
題
と
さ
' 

、
..
.
':れ
ぶ
：に
;'
:
%
拘
ち
^

ー
総
生
産
物
は
肩
家
_

: *
死

^
^
^

: :
ー' ^
; «

猶

雙

摩

る

が

ら
::
'

.総

生

確

慮

增_

傾
向
_

で
お
論
報
酬
の̂
^

③
清

續

産

に

論

づ

く

収

：益
取
雨
輝
の
：恭
残
龙
し
て
：、

■

級

費

銷
_

書

わ

至

：る
所
に
：か
先
：
っ
：て
初
級
社
に
お
け
る
：

-1
私
有
権」

の 

歴
史
が
制
限

4

ガ
強
調
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
を
何
ょ
り
も
雄
弁
に
_

す
る
の
は
、
初
級
社
を
通
じ
て
高
級
社 

へ
発
展
し
た
農
家
が
全
体
の
一
K

%

に
す
ぎ
な
い
こ
と
で
，あ

る

(

第
-
l

o

.

t

nす
れ
ば
、.
全
休
の
六1

2

の
農
家
が
互
助
組
か 

■■「

ら
髙
顧
社
べ
発
展
す
る
体
制
の
中
で
、
農

業

0-
杜
会
主
義
的
組
緻
化
：と
し
；.あ

一
階
梯
と
し
て
初
級
社
亦
形
成
さ
れ
、
存
在
し
允
の
.で
あ
.る
こ
と
。
、
:'
.
‘ 

. 

•

:

ホ
、
#

マ
て
、
：: ®
営
企
業
と
共
に
；社
会
主
義
齡
済
め

.塞

本

的

生

産

卷_

.(

古
典
的
f

「

雇
同
組
合
は
社
会
主
義
経
済
に
始
め
一
X

■

ま

る

言

い

；贫

;:
-
.
'
'
充

た

さ

丸
:^
に
十
分
で
な
く
と
も.、
初
級
合
作
社
ぼ
社
会
主
義
企
業
を
貫
ぬ

-;
<:
法
則
性
：と
の
関
連
で
考
#

す
べ
ぎ
で
：あ
り
、
そ
の
知
社
会

' 

主
義
的
と
称
さ
れ
る
現
象
に
、
過
渡
期
の
異
な
：る
諸
要
素
を

•

.
と
持
ち
こ
む
こ.と
は
妥
当
を
欠
く
ど
考
え
ら
^

る
の
：で.あ
る
。

へ
追
記
：
尚
本
稿
は
：「

企
業
：と
し
て
の
生
.產
合
作
社
の
成
立
：と
：■

ガ
構
造
め
一
変
化j

 

(
仮
題
^(rl

一

一

田
学
会
維
誌」

第
玄
爹
篆
掲
載
予
定
；}
と
併

.

.

.

. 

. 

.■-
<
 

V
'
. 

■ 

■
■
■

,
-
.

 

_

.

.

.

.

.

I

f

 

~

 一

村

^
^
^
^
^

へ

1
:

. 

. 

ノ

: 

.■. 

■
■
■

へ

資

- -
:

十
七
、世
.紀

：フ
タ
ン
'
ス

裏

業

史

研

究

垮

. 

,
,

- 

- 

.

.

.

.

. 

.

.

. 

' 

' 

+• 

. 

. 

.

.

.

.
•
* 

I
s
! 

h
: 

i 

;
; 

-
•
'

-

V
:
.
.

渡

^

パ

边

;-
、
國

.：

：

廣

：

■

.

:

.:
主
カ
を
構
成
し
た
：こ
と
い
ぅ
ま
で
も
な
い
。
.
こ
の
種
の
人
々
に
つ
1>
て
は
す
で 

一
. 

.

.

; 

V

い
に
触
;̂
る
機
会
が
あ
ー
っ
た
。
遷

が
参

照

。本
稿
で
'は
：村
の
商
人
を
取
上
げ
る
。
 

■ど
ん
な
人
々
が
村
で
生
活
し
て
.い
た
が
。
十
セ
せ
が
フ
ラ
ン
，ス
o
員
㈣
で
と
い
わ
ば
土
地
と

®

の
.関
係
が
な
い
人
々
で
'あ
る
。
し
か
し
彼
ら
は
村
の
生
活 

れ
に
ら
い
て
考
え
よ
ぅ
と
思
え
ば
、
：依
然
と
1;
て
個
別
例
の
提
示
で
|
1足
し
な
‘
'.
,
■'
.
:者
と
し
て
相
当O'

実
力
^

^
え
て
い
た
0
す
で
に
こ
の
時
期
ま
で
に
農
の
体
：
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
？
フ
ラ
ン
ス
経
済
史
の
研
究
，に
お
い
て
十
七
世
紀
は
長
く
空
制
が
完
全
に
崩
壊
.し
、
村
の
人
々
.は
誰
も
流
通
過
程
と
は
無
関
係
に
.生
活
で
き 

自
の
ま
ま
放
置
さ
れ
、
.そ
れ
が
注
目
を
集
め
る
よ
ぅ
に
：な
っ
わ
の
は
よ
ぅ
や
く
' 

.な
く
な
：っ
て
い
る
-.
°
も
ち
ろ
ん
余
剰
が
あ
る
裉
り
で
.の
貿
却
と
い
ぅ
持
組
は
厳 

最
近
の
こ
と
で
あ
っ
た
々
+
七
^
紐
以
来
の
混
乱
の
だ
.か
で
農
村
は
ど
ぅ
再
編
、

:存
し
た
全
体
が
営
利
生
産
に
踏
切
っ
た
と
い
ぅ
わ
け
で
は
な
い
0
し
か
し 

さ
れ
た
か
。一

揆
の
：頻
発
を
み
よ
。
：革
命
に
毛
で
盛
上
っ
だ
：十
八
世
紀
め
発
展
;'
こ
の
限
度
内
に
お
い
て
も
商
人
に
対
す
る
依
存
度
は
深
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で 

は
こ
の
十
七
世
紀
の
徒
明
に
よ
っV

の
み
適
切
に
評
価
で
-き
る
め
'で
'は
^

い 

'あ
る
。
：そ
}
し
た
が
か
で
商
人
は
著
し
い
繁
栄
を
誇
る
こ
と
が
で
き
た
。1

体 

か
。
.諸
論
者
は
期
待
に
胸
を
遞
ら
.せ
て
十
七
世
紀
の
農
業
史
と
取
組
み
、
懸

命

'

:い
.が
な
る
仕
組
に
0:
:づ
：て
か
。
：ま
た
ど
'©
よ
ぅ
な
関
係
の
な
か
'^
商
人
は
繁
栄 

な
努
力
を
傾
け
つ
つ
あ
义
。
し
ー
が
し
個
別
研
究
が
出
揃
づ
て
.い
る
と
い
ぅ
わ
け
-'
-

^

実
現
し
た
の
か
。
本
稿
で
は
そ
れ
.ら
.の
点
に
触
れ
な
が
ら
时
の
商
人
の
1
1
 ̂

で
は
な
く
、
概
括
的
な
発
言
は
^

^
に
と
い
を
の
が
現
状
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ 

'像
を
パ
リ
に
近
い
ス
ラ
ン
-ス
の
^
地
方
に
ウ
い
ぞ
宋
そ
ぅ
と
思
ぅ
0 

我
々
.と
し
て
は
上
ぽ
提
起
し
た
問
題
に
向
：づ
て
接
近
.で
き
る
よ
}
に
な
ら
た
こ 

* p
a
s

'cf
-
&
'
p
r
e
s
e
n
t
,

 ,
N
0
,

.

装(
N
O
V
,

 

1956,: 

5
5
-
7
7
:

所
載
の- 

と
を
何
よ
り
も
喜
び
た
。い
？ 

^
.
v 

.

ダ
べ
ル
氏
S

5

P

•
癸
の
発
言
.に
注
意
0
,と
く
に
彼
は
ー
六
三
五
年
か 

.
村
に
は
種
々
な
人
々
：が
生
活
し
：て
い
た
'°
土
地
に
生
活
の
本
拠
を
置
<-
者

が

'■
:

:(

:
;

:

ら

—*
六
六
0
年
の
時
期
に
注
目
：す
る
。
：：周
知
の
如
べ
、
こ
の
時
斯
に
は戦

.. 

.

.
村
.
の
.
商
：
人
.
:

.

■

-

:■
;

.

■

.

'

: 

;
.:
七
.五
:.(

ー
0

0
七
.

)
「

'



o FLEURY-MEROGIS

HUREPOIX
4  一

^BRETIGNY-SUR-ORGE

COURCOURONNE %  . o

B R I E

E? LLES

CHATRES
(Arpajon)

COR BEIL
BONDOUFLE r J

l  J  ハ s  U SSES  f E V O N N E S

し ノr 5 ^ " " %  V  jlSAINTRY
バ タ 、、, fVVILLABE

_ _  へ 病 , • _

， EV嘴 , ,、へ ^ ^ ^  -

た

レ
v<VEHT-LE - P E T IT ^ ：ontena^ ；- M̂ CEoAUX '

SAINT-VRAIN \ ^L E - V IC O M T；

► , °  \LeBouchet バ ノ - . 、r
L Epme ? ^ /  K/  CHEVANNES AI}VERNEAl/ x

U-,a \awv7v e . \  u  /b a lla n "c o u r i\  广，•一く ° (^ e l ^ ^ ^ E t a x n p esj ^  Petit jfSanssayy , ア、へ〜へ、 •ハ/
, , - „  * I  \  CHAMPCUEIL y 

/  ITTEVLLLE^Le Grand Saussay J o 、-

Noisemont Louttevil le1N，

*\ Potes へ # • ' *
REGIGM 
, DE LA
BASSE '

ESSONNES
AUXVII卿 SiECLE

route carossable
0 1 2 3 4

k i l o m e t r e s

L A F E R T E：-.； 

A LAIミ/ 、、: 
GUIGNEVILLE

Jouy

、J

: レ へ 、 V 
\ 、

MONDEVILLEo
La Padole.、5̂ - ， 

 ̂Retolut %
{• CKtne-B̂ cart1 /
V o \
，\ VIDELLES >

、パ、… へ

GATINAIS

Beauvais

SOISY-SUR -ECOLE

DAf _ IS

.■争
が
：̂
絞
.し
、
財
政
は
危
機
に
.源
し
た
0
十
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
農
業
は 

:
.'£
.の
こ
と
と
£0
-
関
速
に
お
い
て
.理
解
さ
る
、へ
ぎ
で
あ
る
°
.

一
レ

-j
.)『
一
 

5

>
.-
:
;
Jル

』

錄

.
，：■-
#

.第
其
号
::
>
''
七
=?
ー：-
-七
八)

ぺ
'丨
ジ
.、
村
の
細
民
|

十
七
世
紀
デ
ラ
ン
- 

.ス
農
業
史
研
究
の
一
翻_

_
_

同
餘
ヘ
^
.五
四
拳
第
六
^
、
四
六
丨
五
力

. 

'ベ.
I ジ 

0 

. 

■.

i

本
稿
に
つ
い
て
必
要
：な
材
料
は
す
べ
て
p
p
aCQ
器

• 

M
§

m
o
i
r
e
s
,

 

E
X
,

 

1
957^

-
1
9
5
8
,

 

P
a
r
i
s
,

 p. 1
5
6
—

2
8
2

 

か
ら
拾
っ
た 
0

.

.と
り
わ
け
！>. 

2cr
l
6

—

2
7
9
r法
意
.
0-.
,

-

,
±
.

.
へ
じ

'
こ
■こ
で
廣
の
対
象
は
:-
ス
；-:
,エ
力
ン
ヌ
地
方
0:
次
圓
を
み
^;:

セ
；丨
ヌ
，

支
流
エ
ソ
ン
ヌ
川
に
沿
い
、
.コ
ル
べ
.丨
.ユ
と
ラ•

.

フ
：-H:

ル
：テ

•
ァ
レ
の
間
に
散
_

在
す
る
.一
5

力
村
。
こ
の
界
隄
が
十
七
世
紀
農
業
史
の
研
^
で
占
め
る
高
.い
意 

義
を
お
も
え
。
面
積
は
一
六
、
0
〇
〇
へ
ク
タ
ー
ル
.、
.人
ロ
は
精
々
七
、
0
〇 

0

0
ぅ
ち
商
人
は
.ヨ
〇
パ
I
セ
シ
ば
ヌ-

フ
ヴ
ィ
ル
象
は
：|:

六
六
三
年
摄
：
 

そ
の
約
な
か
ば
の
村
々
を
包
括
し
て
ヴ
ィ
ル
ロ
ヮ
公
領
を
設
定
.し
、.『

I
V

ァ
ル 

ム』

を
軸
と
し
て
領
主
交
配
を
固
め
つ
つ
あ
っ
^

^
商
人
の
活
動
も
領
主
の
こ
. 

の
動
き
と
不
可
分
で
は
な
か
，？
た
。『

ス
ァ
ル
ム
：

』

:.
の
：設
定
に
，
-1
る
農
村
‘の
再
パ 

編

の

.^
か
で
商
人
も
ま
た
そ
の
活
動
を
大
い
.
^
激̂
^
れ
る
と
と
に
な
っ
た
の
：
 

で
あ
る
。
M
^
lが
そ
の
支
配
体
制
強
化
の
た
め
商
入
の
英
知
に
^
存
し
ょ
ぅ
を 

す
る
變
ロ
す
ち
起
？
：た
0

■

'

■

■

七
六 

a

o

o八)

ン 

こ
れ
ら
の
村
々
は
実
際
ど
れ
ほ
ど
の
規
模
を
有
し
た
が
：o
次
表
は
戸
数
と
人 

.
口
を
示
す
。
な
か
で
と
々
わ
け
エ
ソ
ン
ヌ
.村
と
ラ
.
フH

ル
テ
，
ア
レ
村
が
目
. 

立
つ
。

い
わ
ば
大
村
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
'
0
:
;
.
:

後
者
は
：：ょ
り
都
市
的
で
あ
っ
、
 

た
。
マ
ン
ヌ
シ
村
の
ヴ
ィ
ル
ロ
ヮ
は
公
の
統
餘
の
中
心
.0
バ
ラ
ン
ク
ー
ル
村
と 

並
び
.ェ
ソ
ン
ヌ
右
岸
の
地
方
中
心
と
し
て
重
き
を
な
し
て
い
だ
？
.ま
た
左
岸
で 

は
サ
ン
.
•
.
ブ
■ラ
ン
村
が
.重
要
：で
あ
：っ
：た
。
コ
ル
べ
I

ユ
は
こ
れ』

.の
村
々
と
パ 

.リ
を
結
ぶ
仲
介
点
。
人
0
平
を
越
£
.
る
都
市
::
0

エ
ソ
ン
ヌ
川
に
沿
い
奥
深
く
散 

.在
す
る
村
々
の
た
め
の
湾
0:
と
も
.い
う
べ
き
#
在
で
あ
：っ
た
。
村
の
商
人
は
コ 

ル
：ベ
.
!
ユ
め
ざ
し
て
殺
到
し
た
0
..
-
-〒
ル
.ベ
：.！

ユ
に
_
接
す
る
エ
ソ
ン
ヌ
村
に
は 

.彼
ら
を
取
容
す
.る
商
人
宿
が
多
く
如
ら
れ
た
&

う
。

,

.4 

.十
七
世
：紀
办
.農
業
史
於
領
圭
侧
の
歡
乏
と
農
村
侧
0
貧
窮
を
前
提
に
展 

-「

開
す
る
こ
と
に
つ
い
.て
は
ご
れ

ま
で
：に
.む
線
言
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
と

. 

ノ 

.り
わ
け
こ
の
.地
方
は
そ
5
し
'た
条
件
を
備
え
，て
.い
た
0.
.
:

*
*
.
,
詳
し
ぐ
は
職
人
を
含
む
。7
彼
も
.ま
：た
±;
地
-.と
直
接
の
関
傲
な
く
生
活
す 

る
.入
々
：、
し
か
し
こ
の
う
ち
.の
三
分
の1

と
.い
う
少
数
。
総
じ
て
職
能
に 

ょ
.：っ
^
.区
分
す
る
こ
：.と
に
ば
太
き
な
.困
難
が
と
..も
.な
う
;0『

ラ
ブ
ル
.
1
ル
.

』 

，
で
一
度
で
も
取
引
.に
：関
係
す
.れ
ば
、：
彼
は
商
人
'と
自
称
0_
こ
ヶ
し
た
例
は 

/

し
ば
し
ば
み
ら
れ
た
。

f

こ
の
点
.に
関
し
そ
は
。
拙
稿
；十
七
.世
紀
フ
ラ
.
ン
ス

の
領
主
制_

I

一
 

つ
の
事
例
I

三
田
学
会
雑
肆
第
五
四
巻
第
七
号
、
四
四
丨
五
■四
べ

,

1 ジ
.参
照
:0
'

;

.

'

''■
' 
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卜

卜

.
へ
'

'
大
き
な
村
：と
も
な
れ
ば
、u

、.

一

11

の
商
人
が
い
た
。
史
料
，で
は
彼
ら
を
単
に 

『

マ
ル
シ
ャ
ン』

と
呼
ぶ
。
そ
の
活
動
の
違
い
.に
ょ
り
一
一
つ
に
大
別
で
き
る
。

一
、『

コ
マ
'ル
サ
ン』

。
彼
は
小
^

<
で
あ
っ
.た
。
.
一
一
、

『

ア

ン

テ

ル

iア
ィ
エ

丨
ル』

。
彼
は
仲
介
取
引
に
専
念
し
允
。

へ
 

〔

I】

.

『

コ
マ
：ル
、t
ン』

。
そ
の
実
伸
は
酒
屋
か
^

^
屋
、
：。ハ
ン
屋
。
例
え
ば 

三
コ
ラ
，
ラ
ス
ル
の
場
合
ノ
彼
は
マ
ン
ヌ
シ
#
に
一
一
〇
リ
ー
ヴ
ル
で
大
き
な 

'■家
を
借
り
、
パ
ン
を
燐
い
て
い
た
。
立
退
き
を
要
求
さ
れ
て
後
は
教
会
の
近
く 

,に
家
を
得
1:
讓
を
線
け
た
。
こ
の
家
の
所
奮
呔
パ
ン
屋
で
、
：
リ
.
ス
村
：に

- 

:『

フ
.ァ
ル
ム
'

』」

を
賃
借
す
る
と
同
時
に
パ
ゾ
犀
を
廃
業
し
た
。
従
っ
て
ラ
ス
ル
ィ 

.は
そ
の
後
と
い
ぅ
わ
け
■ 

°
':
:

.

.

:

■

-

.

し
が
し
彼
の
仕
事
ば
単
に
そ
れ
衣
け
に
.限
ら
な
い
--
0彼
は
ま
た
農
業
に
従
5
。
 

そ
の
所
有
規
模
は 

一
o'
ア
ル
パ
ン
、：：ぅ
ち
葡
S

;

ア
ル
。ハ
シ
、
牧
草
地
が
半
：
 

ア
ル
。ハ
ン
。；
ほ
か
に
一
六
九
：五
年
に
ば
土
地
四
ニ
ア
：ル
。ハ
ン
、
牧
草
地
三
ァ
ル
.

パ
ン
を
賃
借
し
て
い
る
0

こ
れ
は
ヴ
ィ
ル
ヤ
ヮ
公

#
.マ
ン
；ヌ
シ
村
に
有
す
る
.
. 

『

フ
ァ
ル
<』

の1"

つ
で
.あ
っ
た
。
ま
た
次
の
年
に
は
三
M

7
ル
：パ

ン

を

震

' 

し
ー
て
ヤ
る
。
と
れ
は
パ
リ
唐
所
の
委
員
デ
..一1
:0
財
産
0
.-
-従

-7
て
彼
の
経
営
は
ノ 

. 

か
；な
^
の
規
模
に
策
し
1
。
ま
た
彼
は
羊
を
H

羊
毛
や
子
羊
を
折
半
す
る： 

と
い
ぅ
歡
で
尨
っ
'た
0
現
に
：。ハ
リ
の
デ
.ユ
ク
ー
ロ
ー
は
耽
羊
一
〇
〇
、
.

牡
羊
ー
1
を
:: 

彼
に
委
託
し
て
い
る〜

彼
は
ま
.た
領
主
権
の
|

^
者
で
%
あ

？
/c
:°
:
A
J?:
Jと

：
： 

は
彼
が
ヴ
ィ
ル
ロ
ワ
公
か
ら
マ
ン
ヌ
シ
#
の

『

フ
ァ
ル
ム

』

を
引
受
け
た
と
同 

村

の

商

人

.
時
で
、
こ
れ
に
よ
り
彼
は
村
内
で
十
分
の一
税
や
シ
ャ
シ
パ
ー
ル
の
微
取
に
従 

'
い
、
ま
た
そ
の
他
の
権
利
を
享
受
し
.
た

。
：
そ

の

^

^

に

彼

は

五

六

〇

リ

ー

ヴ

ル 

と
メ
テ
ィ.

ユ

麦

三

'
、
、
<

+

を
ヴ
ィ
ル
，ロ
ヮ
公
に
引
渡
し
た
。

.

こ
9
.例
か
ら
推
せ
ば
、
商

人

は

：

『

コ
マ
ル
：サ
ン

』

.
と
し
て
.多
面
な
活
動
に
従 

マ
て
い
だ
々
皱
は
肩
;7
;

ァ
：
ル̂

』

：あ
引
受
者
で.あ
る
。
望

権

の

賃

借

は

そ

.の 

限
り
必
要
な
措
置
で
あ
っ
た
ャ
従
っ
て
：

『

ラ
ブ
ル
ー
ル

』

■■

と
い
っ
：て
い
い
。
し 

.
か
し
土
地
の
所
有
が
こ
れ
ら

^

<

の
唯
：一
の
理
想
で
は
.な
：い
。
賺

上

の

霞
 

ン
を
土
地
！}物
に
よ
ら
て
^
^
し
よ
ぅ
と
い
ぅ
の
で
知
っ
た
デ
も
と
よ
り
彼
は
十 

分
な
役
畜
を
持
た
な
い
0

も

し

あ：

っ

て

も

畫

は

鋤

が

な

い

。
■
従
っ
て
商
人
が 

:自
身
で
直
接_に

耕

作

ム

た

と

；
い

^

わ
.け
で
は
な
か
.
っ
た
。
彼
は
耕
作
の
た
め 

『
：

シ
：.ャ
ル
-

K

ィ
：エ

』

.か
；

f
.

ラ
'ブ
ル
，
丨
ル

』

r

依
存
し
た0
.取
獲
'を
納
屋
に
運
ぶ 

..

ベ
く
商
人
は
し
ば
し
ば
他
と
契
約
を
結
ん

.で
い
る。

:

.〔

1 *
1

『

ア
ン
テ
.ル
'メ
デ
ィ
み
ー
ル』

。
彼
は
純
粋
に
仲
介
商
人
。
村
に
は
ま 

:
れ

な

存

在

で

、
パ

大

抵

は

.

『

ブ

ル

ダ

』

fe
だ

：け

し

か

い

な

か

：
つ

た

。

;.
,■
例

え

ば

ジ

ャ

ン

，
ル
'

ソ
ー
の
場
合
。
彼
は
マ
ゾ

ヌ
シ
：村
に
住
み
、
穀
物
商
人 

，
令

も

：
？
て

自

任

し

た

0
;
一 

：
六

九

竺

年

.€
>
九

月

か

ら

十

月

：に

か

け

四

回

に

わ

た

り
 

コ
ル
べ
.丨
ユ
で
沛
場
ガ
開
設
さ
れ
た
。
彼
.は
毎
回
そ
こ
：に
出
向
い
て
い
る
。
し 

か
し
彼
の
扱
っ
た
量
は
.都
合
一
.ミ
ュ
ィ
四
分
の
，ー
、
#

?
て
が
な
り
{1
小
ノ
な
も 

'の
サ
衣
だ
し
->
-

』

め
時
期
は)

|
般
に
籍
期
:.
0::

奮

.
の

九

月

十

八

日

に

は

マ

ン

ヌ
 

シ
村
か
，ら
彼
の
ほ
か
バ
ル
ダ
ン
が
わ
ず
か
一
ス
チ
エ
を
持
参
し
た
に
と
ど
ま
つ 

た
。
バ
ル
ダ
'ン
は『

ラ
ブ
•ル
I
ル』

。
ぞ
の
時
に
ル
ソ
ー
が
扱
っ
た
贵
は
六
ス
チ

工 

0 

,
、
 

-

:

■,
:
:
. 

V
;
'
.
:
:
:

::'
. ,

七
九
:c:

 

一

 

o

■一…



こ
の
敏
の
商
人
は
バ
ラ
ン
ク
ー
ル
村
で
か
な
り
多
数
み
ら
れ
た
。
こ
の
村
に 

は
' ^

マ
ル
シ
ャ
シ』

ー：

(

と
自
称
す
る
者
が
ニ
0

人
'

ほ

ど

い

た

が

、
：
う

^ :

少
な
く
ど
：
 

も
七
人
は
穀
物
商
人
。
し
か
し
彼
ら
の
扱
い
班
は
マ
ン
ヌ
シ
村
の
商
人
の
誰
ょ
.

'

 

.

り
も
.

傲
少
ヤ
あ■
っ.
'

た
,0
;

な
か
で
フ
_

ラ
ン
ソ
.

ワ..
'
.

フ
p

 I

 y

だ
け
が
例
外
で
、
前 

:述
: 0
._

期
に
コ
ル
べ
：|

ユ
の
市
場
で
一
ミ
ュ
イ
以
上
を
扱
.

っ.
て
い
る
。
大
部
分 

，の
；者
攸
'

こ
の
期
間
にn

.
ル
べ
！
：ユ
ま
.

で
出
询
い
て
い
な
い
。
出
句
し
た
の
は
■一
 

人
か
ニ
人
、：：合
わ
せ
ズ
精
々
四
ス
チ
.

エ
を
领
ん
.だ
だ
け
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
重 

肩
は
ほ
が
0

、
遠
く
シ
ャ
ト
ル
吏
で
出
向
く
者
が
も
.

っ
た
'

と
い
う
。

一

し

か

し

こ

れ

鲁

人

に.
と
/
っ
て
穀
物
脱
引
が
十
分
办
仕
事
で
あ
っ
^

と
.は
思 

え
な
い
？
他
に
進
出
す
§」

と
で
彼
ら
は
こ
の
木
足
を
禁
し
な
け
れ
ば
な
ら 

な
：か

っ'
た
。
：

.

一
般
に.
は
採
木
の
仕
事
に̂

^

し
て
.い
た
。
：
前
出
の
ル'
ソ
：丨
の
場
：
 

■
合
。
彼
は
薪
屋
を
奪
允
。''
-そ
し
^

ー'六
九
.五

年

に

は

.ヴ

イ

ル

I
公
か
ら
薪 

束
三
〇
、
そ
だ
朿
多
数
を
購
入
し
た
\

全
部
で
そ
の
代
金̂

五
五
..リ
；丨
ヴ
ル：
、
.' 

た
：だ
-1
,' #

一
束
に
つ
含
1'
ー

リ

丨

ヴ

ル

、
：
；
；
そ

だ

象

は

ー

ー

ー

リ

丨

ヴ

ル

ー

〇

ソ

ル

。 

彼
が
こ
れ
を
ど
/5
処

分

し

た

が

は

：
.
っ

き

-.
0

し

な.い
：
。

'

こ
れ
ら
商
人
ど
関
係
の
.深
か
っ
：た
者
杧
：：'

『

ヴ
ィ
：ニ
:ェ
，13
ン』

0
彼
は
添
木
を 

こ
れ
ら
穀
^

^

;か
ら
仰
い
^
。
例
免
ば
：ヴ
ィ
ラ
：ベ
衬
の『

ヴ
ィ
—
ヱ
ロ
シ』

は
、

コ
ルT

丨
ユ
の
商
人
で
添
木
を
极
っ
，

H

い
た
ピ
T
に
—*
5
 

金
が
あ
っ
た
0

ピ

ァ

は

セ

ナ

ル

の

で

.仕
^
を
続
げ
て
い
^a

ま
た
エ
ソ 

V

ヌ
■村

の『

ヴ
ィ
ニ
ー
 

ェ
ロ
，ツ』

の
な
か
に
も
添
木
の
こ
と
で
榖
物
商
人
に
.
1
5
*
' 

を

持

：
つ
も
：の

が

あ

っ

た

0
;こ
れ
ら
商
人
と
関
係
の
.深
か
っ
た
第
1
1に
コ
ル
べ
ー：

ユ
の
細
工
商
。

:«
は
材
料
を
.こ
れ
ら
商
人
が
ら
賈
う
。
：
ま
.た
エ
タ
：ゾ
0;
フ
の
.細
工

.

.

.

.

.

.

.

. 

•

 

•

 

.

.
:
:
へ

ジ
;:
:

.

'
 

.

A

O '(一

 

p
i 二)

商
ト
ル
ヌ
i

.f
i
要
^
相

手

：で

4
:
つ

た
。
彼
は
仕
入
れ
た
霖
を
他
に
転
売
し
、 

遠
べ
パ
.
.リ
の
細
工
商
と
.も
取
引
を
結
ん
で
い
た
。: :

ま
た
こ
れ
ら
穀
物
商
人
の
他
の
仕
事
に
家
畜
の
.賃
貸
が
.あ
0

た
。
と
く
に
此 

.

年
の
賃
貸
.は
こ
.れ
あ
.商
入
.の
間
：で
か
众
.ヶ
|
日
及
し
て
い
た
。
例
え
ば
オ

—

ヴ
ェ 

:

ル

:?
'
I
,
村
の
商
人
は
此=

%

六
頭
を一

l〇
o

u 

~

ヴ
ル
で
ナ
ン
ヴ
ィ
ル
の
：『

ラ
ブ 

ル
ー
ル』

：：.か
ら
賈
い
、
そ
し
て
彼
に
こ
れ
を
三
年
間
三
〇
リ
ー
ヴ
ル
で
賃
貸
し 

%

従
つ
-て
儲
社
は
：1ー'2
1
パ
：
-:
f
セ
ン
ト
0 

'
ま
た
マX

:(

ヌ
シ
村
の
商
人
ピ
エ
I 

ル* 

ノ
ー
ド
は
オ
ル
モ
ヮ
村
の『

ヴ
ィ
ニ
. H: 
ロ
シJ

に
枕
牛
を
：
 
一
•頭
六
リ
丨
ヴ 

.
ル
で
賃
貸
.し
た
。
た
だ
.し
殺
し
た
場
合
に
は
ー
ー
ー
〇

U 

Iヴ
ル
を
す
る
と
い
' 

う
^
®
。
従
つ
て
儲
け
は 
一5

パ

ー

セ

シ

ト

。
，
萍

は

锻

わ

な

い

..

.0

そ

れ

を

専

門
 

'

^

す̂
る
商
人
に
つ
い
て
は
後
述
ノ
本
稿
第
五
節
^

^
照
？

, 

，
経

済

の

変

動

の

な

か

で

.こ
れ
ら
商
人
の
若
于
は
存
分
.に
蓄
財
す
る 
一J

と
が
で 

き
た
。
し
か
し
爵

に

お
い
て
村
で
證

ば

：
募-?
:
:た
。『

ヴ
：ィ
：
ニ
ェロ：ン』

は
商 

人
忆
借
金
を
A
い
、
そ
の
返
済
に
窮
し
て
取
獲
前
の
葡
萄
.の
全
部
も
し
く
は
一 

'部
を
序
放
す
こ
と
を余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し
も
し
そ
れ
で
‘
弁
済
額
に
達 

b

%
け
れ
'^
;
:■
ィ」

M

-ン』

は
土
地
か
葡
萄
畠
を
放
棄
しな
け
れ
ば
な
ら 

な
い
：。
.
そ

う

し

た

こ

と

の

な

か
.で
こ
れ
ら
商
人
：は
不
動
産
屋
を兼
ね
る
よ
う
に 

な

つ
- ^

0
ま
端
处
場
合
、
：そ
れ
に
.転
身
す
る
者
も
あ
，つ
た
。
■例
え
ば
.

-1

.

コ
ラ
. 

ロ
ク
.10
場
冷
。
：_
は
バ
.ラ
ン
.
>
;丨
：ル

村

に

住
^ -
:.
商
人
'と
自
称
。
■し
か
し
彼
の 

'.
■

仕
事
は
不
遷
の：

蔓

に

署

れ

、

，：

他
に
ば
：

f

切
手
出
し
し
て
い
な
い
。
ロ
ク 

は
車
大
工
の
息
子
0

€

#し
著
し
1-
>
.致

富

の

な

か

で

；
ー
：；六
九
.四
年
に
は
バ
ラ
ン 

ク
ー
：；
ル

村

で

公

証

人

^
ま
で
な
マ
た
。
- :
:

.

X
I

3

村
の
商
人
が
生
活
の
補
布
の
た
め
選
ん
だ
方
向
は
そ
れ
‘そ
れ
違
ぅ
。
 

『

コ
マ
ル
.サ
シ
.

』

は

『

ラ
ブ
ル
1
ル』

化
す
る
：こ
と
.で
生
活
の
_

.
を
考
ん
た
0 

一
方
の
.

『

ァ
ン
：テ
ル
メ
デ
ィ
.工
I
ル』

ぼ

生

活

の

た

め

^

引

の

種

類

と

範

目

を 

増
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
ょ\

『

マ
：ル
^

€

そ

し

て

彼

ら

は

村

の

生

活

で

『

ラ

ブ

ル

ー

ル

』

と

覇

を

競

ぅ

ほ

ど

.の

実

カ

を

備 

え
る
に
い
た
マ
た
。

も
と
も
と
^
の
両
莓
の
間
に
は
明
確
な
區
別
を
付
し
難 

い
。
む
し
ろ
混
然
と
じ
てT.

体
を
な
じ
村
の
支
配
厦
を
形
成
し
て
、い
：た
と
い
:つ 

た
ほ
ぅ
が
い
い
。
例
ぇ
ば
‘、ハ
ラ
ン
ク
I
ル
村
で
は
^
マ
ル
シ
ャ
ン
^
な
い
し
フ
フ 

ブ
ル
一
ル』

.と
自
称
す
る
者
が
.
.三
0
人
.、
ぅ
ち
-~
>
0
人

が

そ

の

時

々

の

^

八
ロ
で 

.

『

マ
ル
シ
ャ
シ』

と
も『

ラ
ブ
ル
ー
ル』

.：と
も
称
し
、
'両
者
の
識
別
を
ま
す
ま 

す
園
な
も
の
に
^
て
い
る
。
:-

、
村
の
商
下
賤
か
ら
出
発
し
た
。
最
初
は
取
る
：に
：足
り
な
い
存
在
で
あ
つ 

た
。
し
か
し
今
や
経
済
的
に
も
そ
の
実
力
は
大
し
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
パ 

ラ
ン
クー

ル
衬
.の
.ミ
オ
は
'そ
の
娘
の
結
婚
に
際
し
現
金
三
O

o

y

lヴ
.ル
七
一 

0

0
リ
ー
ヴ
ル
相
当
の
31
,具
類
を
持
参
さ
せ
た
0
:そ
の
；ほ
か
に
将
来
若
干
与
え
' 

る
こ
と
を
約
束
す
る
者
も
あ
マ
た
0
ま
た
—*
人
の
婦
人
枕
再
婚
に
際
し
現
金
ど 

道
具
で
一
.
、

五
0
〇
リ
|
ヴ
ル
を
持
参
し
た
。
彼
女
は
前
相
の
ミ

オ
の
寡
婦
。
.
. 

ま
た
三
、
〇
〇
〇
.

リ
-:

ヴ
ル
を
持
参
ず
る
者
も
レ
つ
た
と
い
わ
れ
た
。
商
人
は 

相
互
に
固
い
姻
戚
関
係
で
結
ば
れ
、
農
村
に
お
い
て
根
強
い
.勢
力
を
形
成
す
る 

こ
と
に
な
づ
た
。

:,
'
->'
ラ
ス
ル
の
事
績
：に
：っ
ぃ
て
は
前
出
の
憲
日
0
ぼ
©
09
,
1
>
.
:
2
6
1

丨
2
6
3:を

.

.参
照
。

：

:

.
*氺

7

】

：
で
必
要
.な
：材
科
は
前
掲
*

のP
:
2
6
3
I
2
6
6
.

か
ら
拾
う
。
 

i

.

c

s
で
.必
要
な
#.
料
は
同
書p. 

2
6
7
1
2
7
0

か
ら
拾
う
。

四

.厂
村
で
土
地
^:
霞

銜

见

関;#
な

ぐ

生

活

す

る

者

は

単

に

商

人

だ

け

に

限

ら

な 

い

:0
:か
か
：る
者
と
し
て
^
-
<に
つ
い
：て
こ
こ
で
触
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
9
し
か 

，
し
村
で
ば
少
数
者
的
存
在
。：

仲
介
取
引
に
専
念
す
る『

ア
ン
.：テ
ル
メ
デ
ィ
ェ
I 

ル
1
の
ょ
う
に
若
予
の
者
は
職
人
と
し
て
自
立
の
方
向
を
考
え
て
い
た
。
例
え 

ば
建
具
職
、
顧
冶
職
、
‘馬
具
職
。
し
か
し
一
：般
に
は
職
人
で
商
人
の
仕
事
を
兼 

ね
て
：
い
た
。
，
例

え

ば

瓦

商

、

'粉
屋
。'
.ま
た
そ
ひ
逆
の
：場
合
も
起
り
得
た
。
例
え 

ば
.パ
ン
屋
。
と
め
.段
階
で
商
エ
の
§

は
^

^
と
し
：て
完
全
な
も
の
た
り
得
な 

か
.つ
た
：の
で
^
る
。，，
'
人

'〔

I】

..
'

ど
：
の

村

に

も

車

大

工

：や

蹄

鉄

工

が

い

た

0
.大
き
な
村
に
な
れ
ば
、
ほ 

.

か
に
馬
具
職
人
が
い
た
。(

ま

た

大

工

、

石

H
、.

屋

根

職

人

、
':
錠

前

屋

は

ど

の

村 

に
も
い
て
‘、a

れ
ら
が
村
の
■職
人
の
も
っ
と
も
重
要
な
部
分
.を
構
成
し
て
い
た
。
 

村
.で
建
具
職
人
や
金
物
屋
は
か
な
，り
ま
れ
で
あ
っ
た
？
靴
屋
は
し
ば
し
ば
み
か 

け
る
こ
：と
が
：で
音
る
。
し
か
し
仕
立
職
人
は
心
的
な
村
に
し
か
い
な
い
。

こ

れ

ち
職
人
の
：間

で

は

:.
:
-一
般
に
；仕
事
の
分
担
が
か
な
り
は
っ
き
り
し
て
い 

て
相
互
：に
他
を
侵
害
す
る
.と
い
う
こ
と
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
靴
屋
は
し
ば
し 

找
馬
具
職
- ^

.の
仕
事
を
じ
た
。
：ま
た
そ
の
逆
で
も
あ
っ

た
。
蹄
鉄
工
は
^

員
を 

.馬
に
漏
す
，る
こ
と
が
専
門
で
あ
る
。\
車
大
ェ
は
農
具
の
製
造
に
従
う
。
し
か 

し
両
者
の
仕
事
は
相
互
.に
重
複
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
:0
ラ
：
r
フH,

.ル
テ
村
の



f 
n

 

^
^
r
r
-
3
:
r
:
r

 

j
 
j 

J

l

^

,
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

uil̂
.

■ 

. 

.

 

.

 

.

.

.

.

 

.
1

■

 
.

-

'

 

• 

.. 
J

,

,

 

..

.

. 
-

•

:

•

•

. 

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

..

.

. 

.

 

• ..I
.
.
.
.
.
、.

,
...
ニ
，一,i

.

 

、ノ

. 
'
,'

.

..

.

 

.

•

.

.
:八
ニ
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0 
一
 

s 

V.
I

エ
ジ
、ャ
ン
•プ
ル
タ
ン
の
遺
產
目
録
に
よ
れ
ば
、
彼
は
車
軸
、輪
ぶ
ち
、
ニ

彼

に

.な
ら
っ
だ
。
，■従
っ
て『

ラ
：フ
ル

丨

ル』

と
職
人
の
識
別
は
か
な
ヴ
麗
で 

輪

荷

車

を

大

量

に

持

寿

一

い

て

、

‘：
ギ
S

ダ
 

. 

. 

ー
ァ
ス
ナ
ル
；
の
.財

産

と

、か

な

り

符

合

ル

て

い

た

0.
衮

:

^

宏
背
\'
%
'
の
、で
-.
^

る

：
;
く
 

'

V

H

』

;;
'と
じ
^:

領
主
権
の|
|

を̂
考
え
た
の
と
同
じ
。
ジ
ャ
ン
プ
キ
エ
村
の
節
鉄 

_

ぐ
じ
ヵ
上
こ
水
ら
；の
職
人
が
常
時
そ
の
仕
事
に
従
っ
て
い
た

；.
& 

:
/■
エ
#

ャ
ン.
：.
ゴ
^

.な
い
0
本
職
と
は
違
っ
龙
池
事
に
従
ぅ
こ
と
し
ば
;1
>ぼ
で
あ
っ
た
-°
も
へ
っ
と
も
'

•を

霧

0
:
;ま
た
毛
織
エ
ジ
；ャ
シ
、
デ
ユ
.ル
©
篑
备
^
同
じ
。

一.般
的
に
は
.濃
業
に
従
事
？
ほ
と
ん
ど
の
職
人
が
土
地
を
版
有
し
、V
さ
ら
に
そ
' '

V

 

:

,1 ,
|
'.
,
-ー
職
人
.の
.華
は
し
ば
し
ば
商
人
の
a：
事
払
向
.？
た
：？
；マ
ン
ヌ
シ
村
の 

れ
を
増
加
し
よ
ぅ
とa

て
ぃ
た
。
 ̂̂
 

$

 

^
ルは石
工：

フ
ラ
ン
ゾ
ヮ

.
タ
ネ
ル
の
場
合
。
彼
は
真
の
：石
工
と
し
て
家
の
建
築
を
一 

『

ヴ
ィ
ラ
ェ
.ロ
ン』

か
ら
半
ア
ル
パ
ツ
ず
：つ
.三
回
.に
%
た
り
賈
.い
足
^

.で
に
五
.ア
ル
パ
ン
0
土
地
財
産
を
所
有
し
て
い
た
0 

3

 

き
の
- ^
の
ほ
か
麻
畠
少
々
、
葡
萄
畠
：一：ア
ル
。ハ
ン
を
持
つ
だ
け
.で
あ
っ
だc

睃 

丨

は

仕

事

：の
，代

金

ど

し

て

葡

萄

畠

の

地

弁

四

を

叢

っ

た

。

そ

の

11
1
:積

は

ほ

ぽ.

は

土

地

：を

賃

借

し

て

.い
な
い
。
む
し
ろ
タ
ネ
ル
は
商
業
に
深
い
関
心
を
寄
令」 

.
三

ペ

ル

シユ
。
な

か

に

は.マ
ン
ヌ
シ
村
の
錠
前
屋
ア
ン
ト
ヮ
ヌ
.:
•.ラ

ン

ヌ

め

よ

た

。
と

く

に

顏

.0
_

は
彼
の
.も
っ
：と
も
1
点
.を
置
：い
，た
仕
事
7'
0
っ
た
0 

ぅ
に
|)
-
地
ニ
ア
ル
ハ
ン
、
牧
草
地
半
ア
ル
。ハ
シ
、
葡
萄
畠
ニ
ア
ル
パ
ン
を
所
、

一
.七
〇
〇
年
に
彼
は
：

マ
：'

ン
ヌ
‘ゾ
村
で
肉
蜃
を
す
る
彼
の
弟
と
共
同
で
ニ
五
ア
レ 

有
す
る
者
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
.の
土
地
を
職
人
は
自
身
1

作
し
た
0
:テ
ン
ス
.:

。ハ
シ
の
.

_
の
議
権
を
九
七
.五
：リ
丨
ヴ
'ル
で
ヴ
ィ
ル
，
”
ヮ
公
か
ら
撻
得
し 

は
新
し
い
小
麦
一
ミ
ユ
ィ
を
取
獲
し
、
束
ね
て
そ
れ
を
彼
の
納
屋
ま
で
運
ん
だ
た
。
：彼
が
自
身
で
_

で
き
な
い
時
、
彼
は
そ
の
権
利
を
又
貸
し
た
。
列
I

 

と
い
わ
れ
る
。
前
出
の
ボ
ロ
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
|
〇

ス

チ

ギ

を

取

獲

し

て

い

彼

が

_

の
た
め
：サ
シ
；ギ
ニ
エ
丨
ル
夫
人
か
ら
引
受
け
た
も
の
を
オ
ゾ
ネ
ッ
ト 

る
。
し
か
し
彼
が
こ
れ
だ
け
の
収
獲
を
自
分
の
土
地
だ
け
で
得
た
と
は
思
え
な：

村
の
大
工
に
八
：〇
〇
リ
丨
ヴ
ル
と
そ
だ
束
一
一
〇
〇
で

襲

し

て

、

」

る
。
タ
ネ
ル 

い
。
実
際
に
ポ
ロ
.は
九
ア
ル
パ
ゾ
を

賃

借

し

て

い

る

。

ぅ

ち

半

ア

.ル

パ
ン

は

牧

の
仕
事
は
マ
ン
ヌ
シ
ー
村
周
辺
の
数
力
村
に
ま
：で
披
大
し
、

コ
ル
、ベ
丨
ユ
の
商
.
 ̂

草
地
。
ヴ
ィ
ル
ロ 

■ヮ
の
裁
判
所
の
代
訴
人
の
所
藤
座
？
：前
出
の
.ラ
ン
ヌ
も
一
：

と
も
深
い
関
係
を
結
び
、
薪
や
壁
土
を
提
供
し
て
い
た
0
彼
は
他
こ
■広
く
手
出 

六
九
五
年
に
は
.一
着
地
片
を
纂
し
た
0
:そ
の
規
模
は
四
一
.ア
ル
'
3

こ

：
し
し
た
た
め
か
え
？
て
本
職
に
支
障
を
来
し
た
？
か
く
て
一
六
九
華
に
は
自 

れ
は
マ
ゾ
ヌ
シ
村
の『

フ
ァ
.ル
.ム』

で
あ
っ
た
。
彼

は『

フ
ァ
ル
ム』

の

引

曼

.

分
の
引
受
け
た
議
の
仕
事
の
：一：部
を『

マ
.ヌ
ヴ
.リ
エ』

に一

任
す
る
こ
と
を 

者
と
し
て
ど
ち
ら
か
と
レ
え
ば『

ラ
フ
ル
丨
ル』

で
あ
っ
た
。
多
く
の
職
人
も
佘
僮
な
く
さ
れ
た
0『

マ
ヌ
ヴ
リ
工』

は
彼
の
依
頼
で
屋
根
を
ふ
い
た
。
し
か
し

そ
の
場
合
も
タ
ネ
ル
は
釘
を
提
供
し
、
企
業
家
と
し
て
の
彼
の
立
場
'を
維
持
す
.
 

る
こ
と
を
忘
れ
な
か
フ
た
0

C
I'〕

.領

主

は

水

車

場

を

持

ち

.、
領

民

に

対

し

.そ

の

使

用

を

強

制

し

て

い

た

0. 

.
実
際
エ
ソ
ン
ヌ
川
に
沿
り
て
水
車
場
が
多
数
あ
っ
た0

.

7

X
ル
テ
か
ら
コ
ル
ベ 

丨
ユ
ま
で
ニ
〇
ば
か
り
の
水
車
が
動
い
て
い
た
。
四
つ
は
コ
ル
べ
ー
ユ
、
七
っ 

は
エ
ソ
ン
ヌ
村
に
あ
っ
た
0
大
部
分
は
小
麦
を
粉
に
挽
く
た
め
の
ホ
車
_
。
し
. 

か
し
.な
か
に
は
か
な
り
の
数
の
縮
絨
場
が
，み
ら
れ
た
。
ま
た
樹
皮
を
挽
い
て
粉 

に
す
ぃ
る
た
め
の
水
車
場
も
あ
っ
：
，た

.°
エ
ソ
ン
ヌ
村
に
は
紙
源
き
の
た
.め
の
：水
車 

場

が

あ

り

、
，
ま

次

火

薬

製

造

め

た

め

'の
水
車
場
の
存
在
.も
確
認
さ
れ
る
。

.,

.

こ
れ
ら
の
水
車
場
は
そ
の
付
属
地
と
一
緒
に
賃
貸
さ
れ
た
。
通
例
は
粉
屋
が
•

 

引
受
け
た
。'
賃
借
料
は
西
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
か
ら
六
0

0
リ
ー
ヴ
ル
0
.:
二
コ
ラ
；
：'
 

フ
ル >1

エ
は
粉
屋

で

、

本
シ
ャ
ル
コ
ン
村
の
水
車
場
を
賃
借
し
て
い
た
。
.彼
t
 

，
同

時

に

そ

れ

に

付

属

ず

る

土

地

二

八

.ア
ル
。ハ
ン
を
賃
借
-'
:0
そ
.の
代
金
ま
七
0

0 

リ
ー
ヴ
ル
。
ま
た
彼
は
プ
テ
ィ
'ソ
ー
セ—

村
の
水
車
場
を
賃
借
。

'七
n

a
 

- 

丨
ヴ
ル；

の
賃
借
料
0
.

シ
ャ
.ル
ル
，
.

ブ

ヶ

は

バ

ラ

'
ン

ク

J

ル
村
の
水
車
場I

?

賃 

'借
。
そ
の
賃
借
で
艰
は
同
時
に
こ
れ
.に
咐
属
す
か
出
地
や
牧
草
地
0
管
理
を
引
；：

. 

'受
け
る
こ
；ど
に
な
？
た
。

'

:
:

:■
,

::
職
认
の
ぅ
あ
.で

粉

屋

は

特

辣

な

地

位

を

占

め

て

；い
：た

。
実

際

に

工

ソ

.ン

ヌ

村 

で

は

粉

屋

に

特

別

な

便

宜

を

#
克

て
.い
.た

。

粉

屋

の

実

体

は

：

.

『

ヲ
ブ
ル

」—

^』

，：

'

の

上

餍

な

い̂
雙
ザ
あ
っ
た
。
し
ば
し
ば
纷
屋
はI

ラ

ブ
.ル
：
丨
：ル
：

』

で

あ

ゥ

；、 

.

.水
車
場
め
賃
借
で
付
属
地
の
.鏤
得
釔
認
め
ら
れ
、
そ
の
、経
営
規
模
を
拡
大
す
み 

.こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
,-
?
-
.
た
。
前
出
の
ブ
ケ
の
場
合
が
そ
れ
？
ま
だ
.商
人
.で
粉
：
.

屋
を
兼
ね
る
ょ
ぅ
に
な
ら
た
者
は
仕
事
の
比
重
を
商
業
に
置
こ
ぅ
と
す
る
傾
向 

が
目
立
'っ
た
.
o
h前
出
の
フ
ル
-
エ：の
場
合
で
あ
る
'
P
:

*' 

I
I

】

の
記
述
に
つ
：い
て
は
前
出
の
M
(t
)
'日oires, 

p. 

2
57—

2
5
8

を 

.

參
照
。
 

• 

l

r.
;!】

；：：̂
必
■看
材
料
は
前
掲
書P. 

2
500
1

2,0
1

0
:か
ら
拾
う
た
。

• 

***.;.〔

证】

に
..必

要

な

材

料

：は
.す

ベ

て

同

書

p., 2
6
0
1
2
6
1

か

ら

拾

う

。

'

村
の
：商
人
は
い
ず
れ
も
土
地
に
直
接
.

は
依
存
し
.

て
い
.

な
.

い
。
し
か
し
農
村
社 

会
と
離
れ
て
は
生
活
.

.

で
#

な
い
人
：.
.々

で
あ
，っ
た
。
本
稿
の
第
三
.

節
で
は
い
わ
ば
.

 

そ

う

し

た

存

在

に

つ

い

-
て

g
^
u

た
。

. U

か
し
十
七
世
紀
末
と
も
な
れ
ば
、
社 

会
変
舉
が
ょ
う
や
く
目
立
-?
.

て
来
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
従
来
の
規
模
を
は
る 

か
に
上
廻
る
商
人
の
発
生
を
み
た
。'「

彼
ら
は
先
進
地
で
現
.

わ
れ
、
豊
が
な
財
カ 

に
ょ
ラ
て
そ
の
界
膜
一
帯
に
.

威
力
を
振
う
に
い
た
っ
た
。
..そ
の
若
干
の
.

例
を
示 

-

せ
ば
。：
v:
y

 V 

:
v

 

.

,-
C
I

】

.
' 
ェ
ソ
ン
ヌ
.村

は

リ

ヨ

：
ン
.か
ら
。ハ
リ
に
い
た
る
街
道
ぞ
い
の
宿
場
。
パ 

■

リ
ま
で
わ
ず
か
三
0
キ
ロ
の
距
離
と
.い

う

。
/
商

人

宿

は

 

ー
ニ
五
軒
ば
か
ゥ
。

村

中 

が

か

な

ヶ

の

霜

を

皇

し

で

い

，た
：。
：
そ

う

し

た

が

か

で

宿

屋

の

主

人

は

財

カ

を 

蓄

積
;.
1
>
.
、
：
：#
に

実

カ

者

と.し
；て

君

臨
し

た
.
9 > 

.

->
:
例

免

ば11
へ'ヵ
ル
6
場
合
0;.;彼
は
独
立
し
て
宿
屋
を
経
営
す
る
に
つ
い
て
料
哩 

人

-
女̂
中
^

マ

下

男

ニ

を

抱

え

た

丨

屋

根

は

瓦

ぶ

气

厩

舎

や

©
食

が

付

属

： 

U

X
い
た
と
：い
う
<«
い
し
か
し
自
分
は
こ
の
.仕
事
に
従
事
.せ
ず
、
そ
の
大
部
分
を



妻
にI
任
し
て
い
た
。
tf
.し
ろ
彼
は
相
当
規
模
.の
土
地
を
耕
作
し
て
い
た
ら
し 

.い
。

一
六
九
三
年
に
ピ
ヵ
ル
は
小
麦
六
ミH

ィ

、
ラ

ィ

麦

を

束

で

一

.ミ

ュ
で
、
 

粒
で
半
ミ
ュ
ィ
持
っ
て
お
り
、
ま
た
種
子
の
た
め
ニ
ミ
ュ
ィ
.を
保
存
し
て
い
た 

と

い

わ

れ

る

。

ま

た

彼

，は

.エ

ソ

ン

ヌ

村

で

領

生

権

を

代

行

■.

°
そ
れ
と
関
連
し
て 

.
ピ
'カ
ル
は
領
主
の
水
康
場
を
四
o
o
s
v
l
ヴ
ル
.で
賃
借
し
て
>>
た

-;
°:
,ま
た
.
3 

へ
焼
場
をI

m
l
o

リ
丨
ザ
ル
で
貧
借
。：
职

X.
て
漁
業
氣
鐽
得
P

-
の
.ぼ
が
ピ
キ
 ̂

ル
は
家
畜
を
他
忙
賃
貸
。
;-
1

.

が
し
彼
が
极
^
:た
の
從
^ ;
、
従
'っ
；
て
大
抵
の
：村

の 

商

人

の

場

合

と

違

ぅ
'.
0
得
た
も
の
ぼ
ず
ベ
て
抓
半
す
る
と
い
ぅ
約
束
。
例
え
ば 

.一.六

.九

.

14

年
に
'
.は
.1
0
0頭
ば
.か
り
を
..：

『
.フ
.土
^'
.

ま
.た

彼

.^
- 

採
木
の
仕
事
に
関
係
:°
'-
-
*
六

九

ニ

年

に

は

ヴ

ィ

ル

ロ

ヮ

公

か

ら

衣

や

そ

だ

束

を 

購

久
.
し

て

い

；
る

。

;-
:
べ
:)

':

こ
れ
ら
多
而
な
仕
事
^
J:
-
-り
.彼
は
か
な
り
の
収
入
を
得
て
.い
：た
。
ピ
ヵ
レ
3:
' 

そ
の」

部
を
土
地
ゃ
不
動
産
の
購
入
ヒ
投
じ
た
。
：例
え
ば
1:
:(
<

码
年
に
は
象
パ 

-•
:、

肇

地

诳

ァ

孩

ン
^
鏤

得

、
史

た

四

年

後

：に
も
瓦

.ぶ

舍

办

家

，
ー

.を

購

入

，
 

ま

た『

匕
I

フ』

，
ー'-
を

獲

得0
彼

は

こ

の

、

F

ヒ
ー
プ

』

の
た
め
：年

四
0
リ
ー

ヴ 

ル
:^
ヴ

ィ

ル

：ロ
ヮ
公
に
安
払
っ
；
て
，い

た

。

,；
:『

ヒー
：N

』
；

，
を

獲

辱

し

て

以

^

^

は 

「

ネ
摔
堂
持
ぢ
の
ヒ
.力
'ル」

■と
隹
称
し
、
■'ま
た
'人

A
.(
D
間
..で
名
士
.と
^
ば
.
.る̂
. 

ま
-で
にな

.：

つ
た
。

.

>
:

,

■ 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

- 

: 

.

.

.

.

.

.

. 

• 

. 

.

.

.

.

.
 

.

.

.

.

•

.

.

一..

:

エ
ソ
ン
ヌ
村
で
は
•ル
メー

ル
.と
ビ
ャ
ン
エー

 
メ
が
彼
に
.匹
敵
す
る
ほ
.ど
/の
地 

位
に
あ
っ
た
::
0

ニ
人
と
も
に
商
人
宿
の
主
人
。へ
前
者
©
遗
產
は
--
*

2

、

.
0
0
0 

リー

ヴ
ル
。
こ
.れ
は
他
村
に
み
ら
办
な
い
数
字
。
こ
の 
一
-A
は
他
を
壬
す
：る
豪
，
 

奢
な
生
活
を
し
て
い
た
:0
学

問

に

関

心

を

寄

せ

：、

.か
な
り
の
：.書
物
を
蔵
し
て
い
.
.

.

八
四
'

C

一
 

〇

一
六)

.た

.の

も

こ

の

種

の

，人

々

で

知

っ

た

。

し

か

し

他

は

大

抵

小

，
さ

な

商

人

宿

を

経 

.
営
、
む
し
ろ
小
料
理
店
と
い
っ
た
ほ
う
が
い
い
。
例
え
ば
ボ
ヮ
テ
ル
'の
場
.八̂

【

五】

Jd
r
.ル

べ
I
ユ
が
地
方
中
、心

と

し

て

重

き

を

な

し

て

，い
た
こ
.と

ば

前

述 

/:
七
:.
^
0
,本

滿

遵

ー

節

令

参

照

タ

村

々

か

ら

は

余

剰

の

品

：々

が

そ

こ

に

集

'め
ら
れ 

た

。.
こ

れ

ら

は.コ
ル
べ
丨
ュ
の
商
人
に
よ
っ
て
さ
ら
に
.。ハ
リ
.ま

で

運

び

込

ま

れ
.. 

た
。
コ.ル
ベ
丨
ュ
は
付
近
の
村
々
の
た
め
，。ハ
リ
に
向
っ
て
開
か
れ
た
門
戸
で
あ 

.，っ
た
。
.
コ
ル
べ
ー
ュ
の
商
人
は
パ
リ
と
村
々
の
.間
に
.立
：？
て
利
益
を
独
占
し
て 

い
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
高
い
地
位
に
ま
で
上
昇
す
る
者
が
現
わ
れ
た
。■
も
と 

-
も
と
彼
ほ
沛
民
で
あ
る
0
し

か

し

警

の

.た

め

の

童

要

な

基

礎 

に
あ
っ
た
。

.

.
例
え
ば一
一
コ
ラ
.
.
バ

ル

レ

の
場
八
ロ
。
彼
は
鞣
皮
商
入
。
父
も
同
じ
揉
皮
の
商
，
 

,人

々

母

敗

家

ニ

：を

所

有

0淹

の
.

0
は

瓦

ぶ

き0
:ほ
が
ぼ
土
地
ー
S

ァ
ル
。ハ
ン
、
 

葡
葡
畠
五
7
ル
パ
y.
'

が
從
女

の

所

」：

の
半
分
を
バ
_
ル

レ

が

従
 

っ
て
当
姻
か
ら
孩
は
::
«
肖
な
財
産
家
。
決
し
て
無
一
物
か
ら
出
発
し
た
と
い
う 

七
け
で
は
な
い
。
彼
は
商
売
に
尊
念
し
た
'。X..

ル
レ
は
'コ
ル
ベ
丨
ュ
の
屠
殺
業 

者

に

前

貸

し

、

必

要

，：に
猶
：じ

原

皮

ヤ

取

立

て

た

。

.し

か

し

相

竽

：は

単
.に
コ

ル

，ベ 

丨
♦
の
屠
殺
灣
に
腺
ら
：な
い
。
«
の
取
引
枕
か
な
ひ
広
い
範
囲
に
及
ん
で
い 

た
。
な
が
に
は
前
借
を
吐
地
の
収
獲
で
返
済
す
る
者
も
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か 

し
間
--
4
>
:な
ぐ
彼
は
コ
ル
べ
I
ュ
で
公
証
入
に
な
-
た
？
そ
じ
て
ヴ
ィ
ル
ロ
ヮ
公 

の
.依
頼
を
受
け
公
領
.の
最
'^
の
士
地
台
帳
を
作
成
し
た
0
彼
ば
公
の
深
い
信
望 

を
得
た
。
そ
し
て
十
七
世
紀
末
ぬ
は
公
の
麗
と
し
そ
パ
リ
に
移
り
电
む
こ
と

に
.な
.っ
.た
0ソ
彼
は
公
の..■仕

事

を

代

行

す

1

る
と
同
時
-に
.'自

身

で
も
'『

'フ.
X.
.

ル...
ミ' 

エ.

』

.に
対
し
て
前
貸
む
'た
？
そ
し
て
--
れ

を

梃

子

に

.土

地

を

徐

々

に

集

積

し

て 

い
っ
た
。

.

現
に
一
六
九
四
年
ま
で
に
.は
：マ
'ン
ヌ
シ
、
.

フ
ォ
ン
ト
ネ
、'
パ
ラ
ン
ク 

—

ル
、
シ
ユ
パ
ン
ヌ
等
々
の
村
に
家
や
土
地
を
持
っ
て
い
る
0

ま
た
^
窮
し
た 

『

ラ
ブ
ル
ー
ル』

か
ら
家
畜
を
引
取
り
、
V

J

れ
を
他
に
賃
貸
し
て
い
る
0:従
ス 

て
彼
も
ま
た
家
裔
の
賃
貸
に
深
く
関
係
し
て
い
た
の̂
.
-

あ
る
。
し
か
し
扱
1

家 

畜
の
.量
は
他
を
压
し
.て
大
身
く
、

一
 

六
八
八
年
に
.は
シ
ャ
ル
ル
.
'

オ
！ 

ロ.
ヮ
.

に 

牝
牛
一
四
〇
、
羊
ニ
〇
を
賃
貸
じ
て
い
.る
。
大
抵
の
村
の
商
人
の
瘍
ム
ロ
、
抱
牛 

六
頭
が
精
々
で
あ
っ
た
。 

：
■

;

,
、パ
ル
'
レ

は

商

人

と

し
て
活

躍

す

る

こ

，と
の
：
な
.か

で

や

が

て

領

主

支

1 3

の
機
構 

に
身
を
投
じ
ホ
。
そ
し
て
こ
れ
を
足
場
に
彼
は
極
度
の
繁
榮
を
誇
る
こ
と
が
で
. 

き
た
ブ
領
主
支
配
に
密
着
す
る
と
一
い
ぅ
こ
と
は
こ
の
段
階
で
依
然
と
し
^
致
富
：
 

の
絶
対
の
条
件
で
あ
フ
た
の
で
あ
る
。
パ
リ
の
大
市
民
に
ま
で
±-
#
し
た
バ
ル
. 

レ

と

比

軟

す

れ

ば

、
.
村

の

名

士

.と

し

て

令

名

の

高

か

っ

た

ラ
ス
ル
ひ
如
き
、•
.

つ
：
 

ま
ら
な
い
存
在
で
あ
々
た
と
1 >
.

$

0

.
ラ
ス
ル
に
つ
い
て
ば
第
三
節
の〔

I

〕

を 

参
照
0

.、、ハ
ル
レ
は
最
初
公
証
人
と
な
る
こ
と
：で
こ
の
機
会
を
と
ら
え
た
0

7

.

【

4

も
っ
ぱ
ら
領
主
支
配
.に
：依
存
す
る.と
い
ぅ
：こ
.と
で
繁
栄
を
続
け
た
他 

の
例
に
シ
ユ
ナ
ル
家
を
掌
げ
.る
こ
と
が.で
き
る
。
ラ

.
フ
，ェ
ル
デ
^

の

出
,0
: 

一
六
六
〇
年
に
ば
同
族
の
5

ち
で
兄
弟
の
ジ
：
ャ
：コ
ブ
と
ラ
シ
セ
：

.
！1
、
ソ
.そ
の
従
兄 

弟
の
シ
モ
ン
の.：活
躍
が
目
立
つ
。

シ
モ
ン
と
ヲ
ス
セ
チ
は
商
人
と
し
て
動
い
ヒ 

ほ
か
領
主
支
配
に
密
着
^

て

致

富

を

誇

る

-
と
が
で
き
た
デ
ニ
人
ど
も
に
領
主 

の
会
計
係0
.ま
た
ラ
ン
セ
：ロ
は
王
の
公
証
人
を
兼
ね
て

•い
た
0
_ジ
：ャ
コ
：
.

フ
ね
つ

村
，.
め

.商
：.
人
，

い
て
い
え
ば
、
ラ
.
7H:

ル
テ
：•
ア
レ
の
裁
判
所
で
顧
問
と
王
の
代
訴
人
を
兼 

.
務
'-
P
彼
の
役
歡
そ
の
財
庳
は
姪
に
樣
譲
さ
れ
た
。
彼
女
は
ヴ
ナ
ン
ド
ー
ム
公
の 

:へ
狩
狐
官
補
の
娘
。
:;
'
そ
し
で
彼
女
の
世
話
は
シ
モ
ン
：；の
息
子
の
ジ
ャ
ン
•
パ
プ 

■
テ
ィ
ス
>;
に
一
.任
さ
れ
た
。
•
ジ
，ゃ
ン
.ば
四
人
兄
弟
の
末
、
長
兄
は
司
祭
、
次
兄 

:

は

父

の

後

を

，引

受
®

領
主
.の
会
計
係
、
-^
ぅ

”
人
は
ギ
-H
ヴ
ィ
ル
村
の
収 

入
役
0
し
か
：し
ジ
ャ
ン
が
も
つ
と
も
傑
出
し
、

一
六
八
0
年
の
頃
に
は
同
族
を
' 

圧
す
る
繁
栄
を
示
し
て
U
た

;0
.

'

'

'

，

:

ジ
ャ
ン
は
ジ
ャ
コ
ブ
：の
後
を
追
い
ラ
.
フH

ル
テ
村
一
で
王
の
代
訴
人
の
地
位 

'を
得
た
。
：そ
れ
ま
で
彼
比
商
人
と
自
称
し
、
種
.々
な
仕
事
に
関
係
し
て
い
た
。
 

/C
の
第
一
；.が
採
木
の
一
仕
事
。現
に
薪
の
と
と
で
彼
に
借
金
す
る
者
が
多
か
つ
た
0 

.しかし：
なれば、

.彼

ぱ

伐

霖

を

他

に

賃

貸

。

''
例

え

ば

一

六

九

三

年

に

は 

I

〇
ァ
ル
パ
ン
を
賃
貸
し
て
い
る
。
，ま
た
一
六
九
九
年
に
は
、
す
で
に
彼
の
没 

後

だ

が

：、
，
：
そ

の

耒

亡

人

は

コ

ル

-<
丨

ユ

の

商

人

に

セ

ナ

ル

の

歲

林

ニ

八

六

ア 

ル
パ
>
:を

纂

し

：た

。

期

間

は

.九
年
、ソ
年
§
1
五
〇
リ
ー
ヴ
ル
を
支
払
ぅ
と
い 

ぅ
約
束
':
°:
仕
事
0
第
一
;
|
:
は

金

貸

し

？

ジ

；ャ

ン

は

『

ラ

ブ

ルー

ル』

や

村

の

^

入 

に
：融

通

し

、
す

で

に

相

当

の

'額

に

達

し

：て

い

た
0
例

え
ば.ボ
叱
ヌ
村
の『

ラ
ブ 

ル
ー
ル
^
に
対
し
^
九
^
リ
ー
ヴ
ル
を
借
し
^

ま
た
：ル
ト
ル
村
の『

ラ
ブ
ル 

.丨
：ル
^

は
ジt

ン
か
ら
：二
0

0
リ
ー
ヴ
.ル
の
、借

金

を

し

で

い

：た
：

0
し

か

し

驚

ぐ 

ベ
f

」

>
ヒ

彼

の

：貸

付

双

無

利

子

0
仕
事
.の
第
三
は
家
畜
の
養
0
'こ
の
儲
け 

ヤ
彼
は
金t

i
p

の
仕
事
を
し
た
。
扱
.？
た

の

：は

羊

。
従

：つ
て
彼
も
ま
：

た
こ
の
点 

で
：0
1

〕

：、
^
身

'
.と
同
:'
1
;。ゾ
彼
の
同
書
が
し
.た

ょ

ぅ

：に
：彼

も

ま

た

碧

し

た

『

ラ
ブ
' 
ル
ー
ルi

一
か
ら
羊
を
賈
い
、
^:

の
こ
と
に
ょ
つ
て
徐
々
に
自
分
の
家
^

'

<
五

2'
〇
.ー
七
>
へ

,



：

ゝ
群
を
増-E
i

T
衫
っ
：
た

。
.通
i

は

そ

の」f

部
%'
ii
く

は

金

部

を

た

だ

：ち
：

M

同
じ 

(

.

『

ラ
ブ
.ル
；1
來
|

^
鲁

じ

た
^
例
え
ば
ニ
ー̂
八

九

年

迄

ボ̂
ス
対
^

^
フ
：
 ̂

:.
ル
ミ
ー
キ』

ー

が

借

馨

四

^
五
ず
ー
ぞ
ル
の
支
私
い
ー
贮
困
ダ
た
時
ゝ
ン
ジ
ー
ャ
穸
は 

一
ニ
六
頭
と
交
換
に
こ
れ
を
弁
済
し
て
や
っ
た
。
そ
れ
よ
り
数
年
前
ジ
ャ
ン
は 

.
1ー
三
五
頭
の
羊
を
ヴ
ィ
另
；ル
.村
0'
^
フ
ブ
'
ル

ー

ル

^

が

ら

七 

黑

っ

ち

：
し

か

し

同

日

と

：の

『
ラ
ブ
へ
ル
ー..ル』

.：.：に

彼

は

此

羊

；
す 

0

>

_

1

.
ー

を

養
^
て
い
：る:0
:
:ニ

ハ

八

九

年

十

：

|
月
が
ら
.
3 

月
ま
で
に
彼
は
同
じ
よ
う
な
契
約
を一
ニ
回
し
て
い
る
.0
そ
の
极
マ
た
数
ほ
. 

1

、
0
五
0

;0
.ど

の

契

約

も

期

間

は

三

年

？
ど

れ

で

彼

は

：が
な
り
の
.取

入

を

得 

■
て
い
た
。
羊
毛
が
刺
益
に
な
：マ
た
ば
か
り
で
は
な
い
。
.羊
の
売
却
で
も
彼
は
相 

当
の
利
益
を
拳
げ
て
い
た
。
例
え
ば
.

『

ラ
.ブ
ル
丨
ル
.

1
:

か
らI

頭
二 
ニ
リ
丨
ヴ 

ル
か
ら
ニ
五
リ
ー
ヴ
ル
で
實
を
：
そ
し
て
商
人
に
.，一
頭
三
.五
认
丨
ヴ
.ル
.で
売
：？

.

.て
い
た
。
彼
の
取
引
は
地
理
的
に
も
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
た 

と
ぃ
ぅ
。
'

■'

彼
%■
ま
た
耕
地
'を
持
っ
て
い
た
。
所
有
規
模
は
一
三
五
ア
ル
。ハ
シ
？
彼
は
，エ 

:

の
代
訴
人
と
し
て
多
忙
を
き
わ
め
、
そ
れ
を
自
身
で
耕
作
で
き
な
.か
：
っ
た
。
.
1ご 

く

：一

 

部

を

耕

作

し

た

に

と

ど

ま

っ

た

0
.
、
一

 

六
九
〇
年
彼
は
ボ
ル
ヌ
村
の『

ラ
ブ 

ル
ー
ル』

に
三
四
ア
ル
。ハ
ン
を
賃
貸
し
た
。
た
だ
し『

ラ
ブ
ル
.丨
ル』

は
^

_ 

を
提
供
す
る
だ
け
と
い
う
条
件
0
残
ゥ
を
数
人
の
.『

ラ
ブ
ルー

ル』

に
貸
し
た
0 

一
ア
ル
パ
シ
に
つ
き
五
リ
ー
ヴ
ル1

〇
ソ
ル
と
い
う
賃
貸
料
。
：通
例
は
六
デ
ニ 

エ
が
精
々
。
従
っ
て
か
な
り
め
高
率
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
ほ
か 

に
六
日
間
耕
作
に
従
う
こ
と
.、六
五
ア

ル
パ
ン
の
せ
採
林
の
そ
だ
束
も
罾
㈣
す

■
八

六

(

ー
0

1
八)

. 

■る
ど
点
が
強
制
さ
稅
た
。丄〉

::
'::ハ

■ 

v.
'
'
-
;
.v
:
:周

知〔

の
：如

ぐ
 

>
:フ.ラ

ダ
'ス
0
玉
ぼ
こ
：
0'
時

期

.に

絶

贫

権

カ

獲

の
 

カ
を
_

化
す
苓
に
：れ
た
っ
た
:0
農
村
の
疲
弊
、)

中
小
の
^ '
-
主
0
麗
化
は
こ 

れ
一
に
幸
い
し
だ
0''
'
;そ

ぅ

し

た

：な
：か

で

王

ば

村

落

に

対

1>
牧
羊
を
：め
ぐ
る
特
別
な 

権
益
を
強
要
す
る
に
い
た
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
ジ
ャ
ン
の
登
場
は
こ
の
こ
と
と 

深
く
関
連
す
る
。：：彼
は
生
の
代
訴
人
と
1.
て

い

わ

ば

絶

対

権

カ

の

.末

端

に

お

け 

る

-#
在
で
.あ
っ
た
..と
い
え
よ
.ぅ
。
そ
し
て
そ
れ
が
ま
た
彼
の
繁
栄
を
約
，束
し 

た
。
'絶
対
君
主
は
そ
'5
し
た
出
先
を
持
つ
こ
と
に
よ
.っ.
_て
の
：.み
農
村
^
^
の
な 

か
に
深
く
楔
を
村
^'
む
ど
と
が
で
き
た
の
■で
あ
っ
た
。

.

.

一
回
で
も
持
出
し
て
他
に
売
っ
た
経
験
が
あ
れ
ば
、
彼
は『

マ
ル
シ
ャ
ン』 

と
S ：
称
す
る
0
:従
っ
て
''
,『

マ
.ル
'シ
ャ
シ』

.
と

い
づ
て
も
そ
れ
は
：か
な
り
曖
昧
な 

存
在A

J

い
.

わ
ざ
る
を
得
な
い
。

し

か

し

この時
期
ま
で
に
は
自
給
の
体
制
が
完 

'全
に
崩
壊
し
、：
村
の
人
々
ば
誰
も
流
通
過
程
：と
無
関
係
に
生
活
で
き
な
く
な
っ 

.て
い
る
。
Y余
剰
が
あ
る
眼
り
で
の
壳
却
と
い
ぅ
枠
組
は
馨
し
た
。
村
全
体
が 

営
利
生
産
に
踏
切
っ
た
と
い

ぅ
わ
け
で
は
な

い

。
.
し

か

し

こ
の
限
^
内
に
お
い 

て
'も

『

マ
ル
シ
ャ
ン
じ
に
対
す
る
依
存
度
は
深
ま
り
っ
づ
ぁ
っ
た
ノ
す
で
に
こ

*

 

に
必
要
な
材
猝
は
前
出
の
^
か
日
&
这
^

^

^
ド
丨
^

ぬ

か
ら

.

 ̂

じ
：
..：
V

*
*

 )

.

〔

!】

に
必
要
な
材
料
は
；前
掲
書>

 

2
7
2
1
2
7
5
:

.
 

t
 :

〔

证】

.:
:
の
記
述
0:
た
め
に
は
同
書

p
.
-
2
7
5
1
2
7

00
を
参
照
。

六
：

:

れ
は
自
明
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
こ
と
の
な
か
で『

.マ
ル
シ
ヤ

ン

』

は
著
し
い
繁
栄
を
誇
る
こ
と
が
で
き
た
：の
で
あ
っ
た
。

『

マ
ル
シ
-ャ
ン』

は
村
の
商
人
と
し
て
村
の
余
剰
を
行
政
中
心
に
向
い
搬
出
す 

る
.と
い
う
こ

と

を

直
接
の
課
題
と

し

た

。

か
く
.て
彼
は
何
ょ
り
も
穀
物
商
入
と 

し
て
現
象
す
る
は
.ず
で
あ
っ
た
。
従
ス
て『

マ
ル
シ
ャ
ソ』

た
り
得
る
た
め
狹 

は
穀
物
の
余
剰
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
0「

ま
だ
^

は

そ

の

運

^

に
必
要
な 

荷
車
を
自
分
で
持
っ
て
い
る
こ
と
を
要
す
る
0
し
か
し
彼
の
余
剰
は
通
例
彼
の
. 

荷
車
に
積
ん
で
な
お
余
地
を
残
す
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
限
り
彼
は
他
人
の
余 

剰
の
運
搬
を
別
受
け
る
こ
と
に
犬
し
•た
負
担
を
感
じ
な
い
。
村
で
そ
う
し
た
条
：
 

件
を
備
え
た
者
は
：『

ラ
ブ
ルー

ル』

で
あ
っ
た
0

(

か
く
て
1
ラ

ブ

ル

ー

ル

』

，
は：
\ 

急
速
に
穀
物
突
に
転
化
し
て
い
ブ
た
。
い
わ
ゆ
る『

：

マ
ル
ツ
：ャ
ン
•
ラ

ブル 

-
ル』

の
出
辑
で
あ
る
。

•村
の『

マ
ル
シ
ャ
ン』

の
端
謹
形
態
ぱ
こ
の
.『

マ
ル
シ
ャ
：

：

ン
：；
ラ
ブ
ル
ー
. 

ル』

.
で
あ
っ
た
。
.

『

マ
ル
シ
ャ
：ン
:*
ラ
ブ
ル
ー
ル』

の
な
か
に
は
流
通
過
程
で
得
.：
 

た
も

の

：を
：土

地

：の

獲

得

に

投

じ

、

『

ラ
プ
ル
：
丨
ル

』

と
し
.て
立
つ
こ
；
と

を

願
}者

：； 

が
あ
っ
た
。
し
か
じ
な
か
に
は
流
通
過
程
に
対
す
る
傾
斜
を
強
：め
る
者
も
あ
り
、

.こ
こ
に『

マ
ル
.シ
>
ソ』

：が
#
出
さ
れ
る
：こ
と
に
な
が
。.
し

か

し

の

.段
階
で 

'

流
通
過
程
に
依
存
す
る
だ
付
で
は
か
な
0
不
安
で
■あ
：っ：.た
。
：か
く
て『

マ
ル
シ
：
 

ャ
ン』

た
ら
ん
と
め
ざ
し
ち『

ラ
ブ
.へ
ル
.丨
ルJ

は
つ
、ね

に

土

地

ね

関

心

を

示

ざ

ざ

'
: 

.名
を
得
な
い
デ
屮
七
他
紀
を
删
じ
て
響
の
単
純
化
が
釋
す
ゐ
寒
芡r

マ

.

ル
シ
ャ
ン
.

』

：
は
；そ
の
.財

カ

に

ょ

ら

て

±
地
や
家
を
獲
得
し
、
i

活
の
i

の
た
' 

め
の
：手
段
た
石
^
め

ょ

デ

之

し

た

：。
：
な

か

に

は

相

当

な

不

動

産

を

集

漬

し

、
.
そ

:

村

.'

.へ
の
：.商

,'
人
'

.;;

:'
の
賃
'@
で
生
活
を
立
：て
る
こ
と
に
乗
換
え
る
者
も
出
た
。『

ラ
ブ
'ル
ー
ル』

と
な

,
る
こ
と
を
め
ざ
す『

マ
ル
'
'/
ャ
ン
.

』

と
違
い
、
彼
は『

.ラ
シ
テ
ィ
エ』

化
す
る

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

•

:

こ
と
に
理
想
を
見
出
そ
う
と
：し
た
の
で
あ
っ
た
0

.

.
:
.

.

.第
，1..

に
.
>

『

マ
ル
.シ
.ャ
：V
.
.
.
ラ
ブ
ル
：.丨
ル』

'の
出

現

。
..，
し

か

し

そ

れ

自

体

つ

ま 

:.
:り
.は
.『

フ

デ

ルi

,
の
^
犬
め
な
が
で『

ラ
ブ
.ルー

ル』

た
る
の
地
位
を
維
持
" 

し
よ
う
と
す
る
積
極
的
な
努
力
の
表
現
に
ほ
：か
な
ら
な
い
，？
彼
は
単
に
数
ス
チ 

エ
.
.を
売
却
す
る
..に
と
ど
ま
.っ
.た
'こ
-と
を
お
も
え
。
パ
こ
の
こ
と
か
ら『

ラ
ブ
ル
1
 

■■
■

ル
：

』

が

い

，よ

い

よ
i

さ
れ
る
土
地
の
維
持
を
め
ざ
し
て
動
く
こ
と
は
当 

然
で
あ
っ
た

0
;

『

ラ
ブ
；ル
ー
ル』

と
し
て
自
立
の
限
度
を
確
保
す
べ
く
彼
の
努
力 

.

.ば
執
拗
に
輕
ら
れ
る
。
：し
が
し
他
方
で
は
'途
に

『

マ
ル
シ
ャ
ン
：

1

た
ら
ん
，
 

と
願
う
者
も
出
た
。
し
か
W
H:
坶

は

依

然

と

：し

て

生

活

の

W
I

な
菡
礎
で
あ
っ 

た
0
抵
当
と
し
て
得
た
不
動
産
を
利
用
す
る
と
.と
で
彼
は『

ラV

テ
ィ
'エ』

と 

化
し
た
。
こ
の
時
期
ば
変
動
が
多
か
っ
た
。
従
っ
て
彼
の
^
め
は
す
べ
て
罾
⑽ 

V
の
そ
れ
を
特
徵
と
し
た
0

:

.

V

.

'

.

:'
'
'こ
.こ
で
扱
っ
た
限
り
^

マ
.ル
シ
ャ
ソ

』

が
た
ど
？た

]1
§
趨
は
上
述
し
た
と
こ 

:

ろ
.：で
■
雑

把

：に

录

名

れ

得

た

：。

」

彼

が

：

『

マ
ル
：
シ
ャ'ン』

；
と
し
て
独
立
の
機
能
を
- 

.

維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
.は
も
.は
や
明
白
で
あ
る
.

0.

し
か
し
先
進 

地
で
も『

マ
ル
シ
ャ
ン』

、は
同
'1
:
運
命
を
た
ど
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
：か
.っ
た
。

.
' 

.
商
人
¥
し
；て
；
の

活

動

で

得

た

実

カ

を

挺

子

に

彼

は

領

左

支

配

の

^

^

の
な
か
に 

身
を
投
ず
る
；

4

う
に
な
っ
た
。
彼
は
領
ま
©

_

と
化
し
た
時
、『

マ
ル
シ
ャ 

ン』

た
る
の
转
特
を
放
擲
し
て
し
ま
っ
た
。『

マ
ル
：シ
ャ
ン』

た
る
こ
と
は
彼
に 

お
い
て
そ
こ
に
い
た
る
た
め
の
手
段
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
と
.い
っ
て
い
い
。

' 
八
'七

0

〇
ー
.九)

：
-.



■1

!

1j
I

J
Ih1
i
I ：
位
許

'.V .

|
j

^J-3

•；!

ま

た

こ

う

し

た
^

^

の

士

を

集

め

る

こ

と

に

よ

つ

て

領

主

は

い

よ

い

よ

^

^

七 

す

る

所

領経
営
に
対
処
し
よ
う
と
さ
え
し
た
の
で
あ
？
た
。『

フ
ア
.

ル
ム』

の
経 

営
は
嘉
な
人
物
を
前
提
と
し
て
.

の
み
、可
能
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
領
主
は
こ 

う
し
た
英
知
を
獲
得
す
る
以
外
に『

フ
ァ
ル
ム』

維
持
の
手
段
が
な
い
と
い
う 

A
J

と
を
よ
べ
知
づ
_

て
い
.

た
の
で
あ
つ
.

た
0

終
り
に
，0
こ
の
時
期
の
濃
村
社

会

：で
，

『

マ
ル
ぞ
ャ
シ
ー
^

^

し
た
t

的
な
役
割
に
つ
い
'て
.は
■
言
を
哽
し
な
い
。
彼
は
同
一
人
格
の
な
か 

に

商

入

、
領S

代
理
.と
い
ケ
三
：つ
：
の

人

格

を

包

摂

し

，

C
CV
た
。

-
^
^

.

:

.

.
 

:
'
:
:
'
.
'

八
八
、
，'2
-

.

c

m

o

)

.

な
危
機
の
な
か
で
彼
は
、
農
業
も
麝
も
' 
も
し
そ
れ
ら嘉

ね

て

お
こ
.な
わ 

な
け
れ
ば
、
身
の
{女
全
を
維
持
す
ベ
く
あ
ま
り
に
無
力
で
あ
る
こ
と
を
よ
ぐ

 ̂

っ
て
い
た
。
多
面
に
わ
た
る
活
軌
は
い
わ
ば
保
身
の
た
め
の
手
段
で
'あ
っ
た。

. 

.彼
は
そ
の
こ
と

の

な

か

で

.社

会

的

上

弃

'0

機

会

を«

办
こ
と
に
成
功
し
さ
え
し 

た
。
彼
に
と
っ
て

『

マ
ル
シ
ャ
ン

』

.

.は
±
#
の

過

程

：の
な
.か

の

ニ

ミ
 

.す
ら
あ
っ
た
。
し
か
し
経
済
の
一
般
的
繁
栄
の
な
か
で
明
確
な
社
会
的
分
業
が 

よ

り

有

利

な

環

境

が

醸

成

さ

れ

て

.い

っ
た
。
そ
ぅ
し
た
な
か
で

『

マ
ル
シ
ャ
ン

•
.
 

ラ
フ
ル
：

—

ル』：

の
存
在
%
よ
う
や
く
無
力
化
す
る
に
い
；た
，る
；の.で
あ
る
P

,
# 

 ̂

0

■,
■■■:

- :

小
川
喜v

一
.著『

ィ

ギ
;̂

;

ス

社

会

政

策

史

論

』

.：
.：

■ :
■ .

飯

:

田
.

^

 

-
 

,
 

0

«=
»取
近
、
_
民
年
金
制
度
の
発
足
、
，そ
の
賛
否
を
め
ぐ
っ
て
活
発
な
論
議
が
展 

開

さ

れ

、
す

で

；に

败

府

は

こ

^

^
実
施
に.
.ふ
み
き
：
：っ
て
い
る

^

:%
か
が
わ
ら
ず
、
 

国

民

の

間

に

：は
、

こ

.れ
に
反
対
し
も
し
く
は
納
得a

が
た
い
ど
：い
う
批
判
的
な 

空
気
が
濃
厚
で
あ
る
こ
と
は
、
.そ

れ

が

わ

が

国

把

会

保

障

制

度

.の

犬

ぎ

な

住

と 

も
い
う
べ
ぎ
間
題
で
あ
る
以
上
、
.当
變
い
う
べ
き
-で
お
ろ〜

沁
主
主
義
が 

土
敏
に
深
く
そ
'の
根
を
下
ろ
す
こ
と
の
で
き
な
か
？
た
：わ
が
闺
に
-お
い
て
は
、
 

.社
会
保
障
制
度
に
つ
：い
て
語
ら
れ
、
■書
か
れ
た
こ
と
出
あ
ダ
で
も
、へ
そ
れ
を
国
. 

民
の
権
利
と
し
て
認
識
し
獲
得
す
る
と
い
う
歴
史
は
あ
ま
り
に
も
浅
ぐ
、..祀
会 

保
障
制
度
の
充
実
を
叫
ぶ
大
衆
の
.運
動
が
労
働
者
階
.級
.の
運
動
^-
'
結
び
'
つ
、：い 

て
、
い
わ
ゆ
る「

ゆ
り
か
ご
：か
^'
墓
場
ま
：で
1-
,の
目
標
.に

到

達

す

る

ま

で

，に

は

、 

甚
だ
證
な
こ
と
で
は
あ
る
が
'
ま

だ

長

：い

道

程

を

要

す

る

で

あ

ろ

う

。
：'
こ
う 

し
た
闘
い
を
0-
常

不

断

に# -
続
す
.务

-
と
.を
通
じ
^
は
じ
め
て
わ
が
国
の
民
丰 

主
義
が
す
く
す
く
と
育
つ
と
と
を
ゎ
れ
わ
れ
は
知
ら
.な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
::
' 

.
社

会

保

障

とは

一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
そ
れ
は
ど
の
上
う
な
過
程
を 

へ
て
、
現
実
に
わ
れ
わ
れ
の
も
の
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
こ
う
し
た
疑 

問
-^
想

ぃ

ぅ

か

，べ

た

場

佥

、

ゎ

れ

ゎ

れ

は

誰

^
も

社

会

主

義

ゃ

社

会

主

義

国

の

諸
政
策
.を
考
え
る
の
が
常
で
あ
る
。
だ
.が
現
在
の
わ
が
国
が
社
会
主
義
国
で
は 

な
く
資
本
主
義
国
で
'あ
る
と
い
5:
き
び
レ
い
現
势
に
立
つ
な
ら
ば
、
社
会
保
障
. 

制
度
が
非
常
に
進
ん
'で

い

る

と

い

.わ

れ

る

北

欧

諸

国

や

ィ

ギ

リ

ス

に

注

目

し

な 

い
わ
け
に
は4

か

森

い

。

」
J
Q

意
味
に
和
い
て
、
こ
の
度
小
川
氏
の
力
作「

ィ 

ギ
リ
ス
社
会
政
策
史
論
：

T

が
出
版
さ
れ
た
こ
.と
.は
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
。

■■
著
者
も
_

の
^
は
し
が
ぎ
1_
で

の

べ

て

お

ら

れ

て

い

る

よ

ぅ

に

、
.
，
わ

が

国 

S

お
け
る
社
会
政
策
の
科
学
的
だ
研
究
は
、
戦
前
：，
戦
時
中
の
不
幸
な
.「

暗
い
. 

谷
間
の
時
期
1-
に

は

じ

ま

り

.、

.:

.
そ

れ

が

戦

後

に

至

っ

て

い

わ

ゆ

る

社

会

政

策

め 

本
質
規
定
を
，め
ぐ
る
白
熱
的
な
論
議
を
よ
び
お
こ
し
た
こ
と
ば
、
わ
れ
わ
れ
の 

諮
憶
に
新
し
い
と
ご
ろ
で
あ
る
。
し
か
し.

ぞ
す
れ
ば
理
論
的
_

さ
を
重
視 

す
る
あ
ま
り
現
実
的
栽
盤
か
ら
遊
離
し
、
歴
史
的
な
検
証
の
態
度
を
欠
い
た
結 

果
、.
論
争
そ
の
も
の
の
は
な
ば
な
し
さ
に
比
較
し
て
、
そ
の
成
果
は
必
ず
し
も 

生
産
的
ど
は
い
え
ず
、
&
る
意
味
で
は
そ
の
結
論
が
い
つ
と
は
な
し
に
瞹
眯
の 

欠
ち
^
葬
り
去
ら
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い

。

挺
っ
て
著
者
が
、
以
上 

の

上

ぅ

な

方

法

論

に

疑

問

釔

提

示

さ

れ

つ

：
つ
、

「

論
#
釔

再

び

；現

実

的

^

^

に
ま 

で
引
き
も
ど
し
、
そ
の
本
来
の
目
的
に
到
達
す
る
た
め
に
は
、
'
甚

だ

迂

遠

.な

方 

法
に
見
え
よ
ぅ
と
も
、-
社

会

政

策

の

発

達

史

そ

の

も

，の

.に
立
.ち
返
り
、
歴
史
の 

中
に
®-
論
の
検
証
を
求
め
る
こ
と
以
外
に
は
、
道
が
な
い
よ
l
r.
思
わ
れ
たj 

. 

'と
，の
；ベ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
.ま
こ
ど
.に
：尤
も
な
こ
ど
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば 

な
.ら
た
い
0
:
_
.の
も
つ
積
極
的
な
^i

ば
実
は
：こ
こ
に
存
す
る
.の
で
あ
るc 

ま

ず

.そ

の
内
容
に
.

つ
い
て
紹
介
す
.る
こ
と
に
し
.よ
ぅ
。
；本
書
は
、
つ
ぎ
の
，各
章 

か
ら
成
っ
て
い
る

。

.


